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査読プロセス

読者からの
投稿

担当編集委員

担当副編集⻑決定

査読委員２名
の決定投稿 担当副編集⻑決定 の決定

査読結果通知修正 査読結果通知修正

再投稿 編集⻑の 採⽤・再投稿 修正依頼 不採⽤

不採⽤のワケ
健康教育

本誌の⽬的
• 健康教育
• ヘルスプロモーショ

ン

ロジック • パラグラフロジック パラグラフ
ライティング

研究デザイン
• 執筆要領（⽂献・

修正に超時間
執筆要領（⽂献
統計ガイドライン）

• 研究デザインの不備

研究デザイン：エビデンスのヒエラルキー研究デザイン：エビデンスのヒエラルキー
（http://www.shef.ac.uk/scharr/ir/units/systrev/index.htm ）

系統レビュ とメタアナリシス系統レビューとメタアナリシス

ＲＣＴ研究価値の
コーホート

ケース・コントロール

ヒエラルキ
ーではない

横断研究

事例報告（実践報告）事例報告（実践報告）

専⾨家の意⾒

逸話（ d t l）逸話（anecdotal）



脱線 1：研究から実践へのコンテキスト

多くの社会科学者はこのヒエラルキーは受け
⼊れがたいと思っている⼊れがたいと思っている
これは介⼊効果(effectiveness)のアセスメ
ントに⽤いられる研究デザインントに⽤いられる研究デザイン
社会科学（公衆衛⽣）では別のヒエラルキー
もありうるもありうる

線 ビデ 強 重脱線 2：エビデンスの強さと重さ

メタアナリシスと系統的レビュー:
エビデンスの強さに関⼼ エビデンスの強さに関⼼

 RCTなどのまとめ
エビデンスの重み(実際に現場でどう役⽴ エビデンスの重み(実際に現場でどう役⽴
つか)は軽視

⾮実験的デ タ 準実験的研究デ タ⾮実験的データ、準実験的研究データ
実践家の活動報告や評価報告
現場での実践経験や現場状況の分析から得られ現場での実践経験や現場状況の分析から得られ

る知恵(Wisdom)の蓄積
(By Lawrence Green)

6

線 的 ボ脱線 3：知的メタボリック症候群

） なんでも知ってい
るバカがいるるバカがいる
（内⽥百閒）
知的メタボリック
症候群症候群
（外⼭滋⽐古）
データを⾒て患者
をみないをみない

ポ査読のポイント

タイトル・
キ ワ ド

和⽂抄録 英⽂抄録
キーワード

イントロ⽅法結果、図・表

考察・結論考察 結論



タイトル・キーワード

• MeSH＝Medical Subject Headings：
医学件名標⽬表医学件名標⽬表

• 弁当、弁当箱ーなし
給 類似論⽂とし• 給⾷？
技術, 産業, 農業(j01+)

類似論⽂とし
て引⽤されや
すくなる技術, 産業, 農業(j01+)

 産業(j01-50+)
 ⾷品⼯業(j01-50-50+)⾷品⼯業(j0 50 50 )

 給⾷(j01-50-50-10+)
 献⽴計画(j01-50-50-10-10)

病院給⾷(j01 50 50 10 20) 病院給⾷(j01-50-50-10-20)
 レストラン(j01-50-50-10-30)

和⽂抄録

⼩⾒出し ⽬的 ⽅法 結果 結論⼩⾒出し：⽬的、⽅法、結果、結論

⽬的：研究⽬的 無

⽅法：研究デザイン 対象集団 分析⽅法⽅法：研究デザイン、対象集団、分析⽅法 無
結果：結論をサポートする具体的なエビデンス

（時に数値を⽤いた根拠）

結論：⽬的に対応する結果の総まとめ

英⽂抄録

和⽂完成後に作成

国際的に読まれる
• ネイティブスピーカー=英

⽂編集者とは限らない
のはここだけ

編集 限らな
• ⽂法ミスの修正＝英⽂編集

ではない

プロの編集

和⽂抄録でロジッ和⽂抄録でロジッ
クを整えてから

パラグラフ・ライティング

英⽂に

イントロ
古い
⽂献

• １⽂献レビュー
⽂献

（何がわかっているのか？）
結果との

２何がわかって
な か

不⼀致

いないのか？
弱い動詞ー

３⽬的
だから何を

弱い動詞
⽐較する…
現状を把握する…

したいのか？



⽅法：査読の要

研究デザイン：書かれ
対象：⼀般読者という
より査読者（専⾨家）

ていない場合あり
より査読者（専⾨家）

に書くつもりで

再現性 この研究はこ 質問紙 独⾃に開発し再現性：この研究はこ
の⽅法に従えば再現

質問紙：独⾃に開発し
た質問紙の使⽤は危険

可能か？ （妥当性・信頼性）

結結果、図・表

統計ガイドライン 図や表の数が多すぎる
（１０枚は多すぎ

に沿っていない
（１０枚は多すぎ、
⽬安は最⼤５枚）

図や表と本⽂のバランス Nなしの％図や表と本⽂のバランス

• 図表のデータのうち主要

Nなしの％
•全体の意味するもの図表のデ タのうち 要

な知⾒を本⽂中に記載
全体の意味するもの
がわからない

考 結 イントロ・⽅考察・結論の展開 イントロ・⽅
法の繰り返し
を避ける

主要知⾒のまとめ パラグラフ・主要知⾒のまとめ パラグラフ
ライティング
を上⼿に

個々に考察 （既存の⽂献）
総論的なも

ず

限界と⻑所 （研究の意義）

のとせず具
体的に

結論 提⾔
⻑い結果の繰
り返しはしな結論・提⾔ り返しはしな
い

パ グ段落とパラグラフ

段落 パラグラフ段落

• ⻑い⽂章中の⼤きな切れ⽬、
区切り

パラグラフ

• １つのトピックを述べる（段
落にはこの決まりはない）区切り 落にはこの決まりはない）



パ グパラグラフの構造

トピックセンテ
１パラグラフの⽬安は

４〜８⽂ンス ４〜８⽂
１ページに２〜３パラ
グラフ

サポーティングセ
ンテンス

グラフ
１ページに１パラグラ
フ以上ということはま

（結論センテン

ずありえない

（結論センテン
ス）

パ グ グパラグラフ・ライティング

グ⽇本語ライティング

１「ノデアル、ノダを消せ」（⽂章すっきり・強くなる）
２「が、」を使うな！（⽂が⻑くなる、話がゆるく曖昧になる）

「・・・と考え「・・・と考え
る」は全⾯カッ
ト



原則はわかったとしても？原
ー文禄・慶長の役(1592)からの学び

武経七書（孫⼦､呉⼦などの兵学の基本書）
• 韓国エリートは暗記（机上では優等⽣）

⽇本武将は最初の半⾏も読めず（劣等⽣）• ⽇本武将は最初の半⾏も読めず（劣等⽣）

いざ実戦
• 劣等⽣の勝利

なぜか？なぜか？
•武経七書をマスターした「物読み坊主」からの⽿学問
•七書のエッセンスを坊主から学び実戦経験豊富七書の ッ ンスを坊 から学び実戦経験 富
•⼭本七平：参謀学ー孫⼦の読み⽅、⽇本経済新聞社, 1986 pp 11-26


